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○研修の目的・ねらい

　　生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）を都道府県が養成するにあたり、都道府県が行う養成研修の講師となる人材の育成を目的とする。

○日時・会場

　　・東京会場：9月30日（金）、10月１日（土）

　　　　　　　　アットビジネスセンター東京駅八重洲通り

　　・大阪会場：10月8日（土）、9日（日）

　　　　　　　　エビスビル（AAホール本館）
○研修スケジュール
　※時間は目安として記載しています。当日の研修の進行状況により変更する場合があります。
＜１日目＞

	　
	研修内容

	13：00～13：05
	開催挨拶
	

	13：05～13：45
（40分）
	行政説明
	「生活支援コーディネーター及び協議体とは」
～その目的、仕組み及び養成について～
講師：厚生労働省

	13：45～14：40
（55分）
	講義
	生活支援コーディネーターと協議体に期待される機能と役割
講師：日本大学文理学部社会福祉学科　教授　諏訪徹

	14：40～14：55
	休憩

	14：55～15：40
（45分）
	講義
	高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスについて
講師：神奈川県立保健福祉大学

保健福祉学部社会福祉学科　准教授　中村美安子

	15：40～17：10

（90分）
	事例発表


	【1日目の講義内容を踏まえた生活支援体制整備事業取組事例】　

登壇者

○東京会場：千葉県松戸市、宮城県多賀城市　

○大阪会場：千葉県松戸市、鹿児島県奄美市
（コーディネーター）

日本大学文理学部社会福祉学科　教授　諏訪徹

	17：10～

（最大）18：00
	情報交換会
	2日目の情報交換会グループ内での自己紹介

	１日目閉会


＜２日目＞

	　
	研修内容

	9：30～11：00

（90分）
	講義
	高齢者に係る地域アセスメントの手法について
講師：日本社会事業大学社会福祉学部福祉計画学科　

准教授　菱沼幹男

	11：00～11：10
	休憩

	11：10～12：30
（80分）
	講義
	サービス開発の方法について
講師：日本社会事業大学社会福祉学部福祉計画学科　

准教授　菱沼幹男

	12：30～13：30
	昼休憩

	13：30～14：50

（80分）
	事例発表
パネル
ディスカッション
	【事例発表とパネルディスカッション】　
体制整備事業推進のポイント　
“生活支援コーディネーターの最初の一歩は？”
登壇者

○（公財）さわやか福祉財団 理事長　清水肇子

○（NPO法人）全国コミュニティライフサポートセンター

　　　　　　　　　　　　理事長　池田昌弘

(コーディネーター)

　　ルーテル大学　名誉教授　和田　敏明

	14：50～15：00
	休憩

	15：00～16：30

（90分）

8人／G
	グループ

ワーク
	テーマ：研修を受けて、生活支援コーディネーターが
どのようなことに取り組んでいくとよいか
(コーディネーター)
　　ルーテル大学　名誉教授　和田　敏明

	16：30～16：45

（15分）
	全体のまとめ

	16:45
	閉会挨拶


